
ナンゴクヒメミソハギ （Ammannia 

auriculata）と Ammannia robusta、

２つの種類が交雑してパワーアップ

したのがホソバヒメミソハギ。 今や

世界じゅうに広がっているんだ。

市内全域、 湿った場所

にたくさん生えている。

特に水田とその周辺に

多く見られるよ。

ミソハギ
か

科
ぞく

属ヒメミソハギ

花の咲く時期
はな さ じ き

花の色

赤紫色

はな いろ

あかむらさきいろ

得意技
とく い わざ

わる

きほん
　　データ

ホソバヒメミソハギ

見られる場所

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

野田市で見つけるには…
の だ し み

こんな場所に

生えるよ！

しょば

は

は

せ かい

こうざつ

ひろ

いま

し ないぜんいき しめ ば しょ

おお み

とく しゅうへんすいでん

熱帯アメリカ原 産
げん さん

かんきょう

ちい

はなたいりょう さ

のこい

環境が悪くても、

とても小さな

すがたのまま

花を咲かせ、

タネをつくれる。 しゅるい

６月～１１月
がつ がつ

１つの株から

砂粒のように

細かいタネが

大量にできる。

農薬がかかっても

枯れずに生き残る。

すなつぶ

かぶ

こま

のうやく

か

しっ  ちすい でん

水田、湿地

ねったい

寒くなると草全体が

赤く色づく

果実の

中には

砂の

ように

細かい

タネが

びっしり

果実はがくに

包まれている

葉は細長い。

長さ３～８cm

花や果実は

葉のわきにつく

花の直径は

４mm くらい。

花びらは４枚

さむ

あか いろ

くさぜんたい

は

なが

ほそなが

か じつ

つつ

か じつ

なか

すな

こま

はな

は

か じつ

はな

はな まい

ちょっけい


